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HD調湿ガス発生装置におけるMixing ratioパラメータと調湿ガスの組成

　HD調湿ガス発生装置では軽水・重水混合調湿ガスの発生において、導入する乾燥空気流量を
パラメータとし、軽水ラインの使用割合を”Mixing ratio”と定義している。軽水と重水では飽和蒸気
圧が異なるため、同じ露点でも調湿ガス中の水分量が異なる。従って、”Mixing ratio”と調湿ガス
中の軽水（重水）の割合には数パーセントの差が生じる。計算方法およびHD調湿ガス発生の評
価結果について述べる。

　混合調湿ガスの組成は以下の文献に計算式がある。
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露点T1の調湿ガス中のD2Oのモル分率xD2Oは,H2OガスおよびD2O調湿ガスそれぞれの総流
量Ftotalおよび飽和蒸気圧Pwsから以下のように求まる。

ここで調湿ガスの総流量Ftotalは各水槽に導入する乾燥空気の流量F1とF4（flow_rate ×
mixing_ratio)に対して以下の式で求まる。

これらの式から露点74.7℃の場合（D2O雰囲気で80℃-80%RHの状態）、HD調湿装置のパラ
メータ”Mixing ratio”と調湿ガス中の水に占める軽水のモル分率xH2Oは次のようになる。



図1　 D2O雰囲気で80℃-80%RHの調湿ガス組成の計算結果

なお、飽和蒸気圧曲線は以下の文献を用いた。



FT-IRで評価した混合調湿ガス（の結露水）の組成は以下のとおり。組成は上述の計算結果とお
およそ一致しており、本装置は設計どおりに動作しているといえる。

表１　80℃露点調湿ガス（の結露水）の組成

図２　組成とMixing ratioパラメータの関係。点線は計算値を示す。
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